
第19回　関東ミックスダブルスカーリング選手権大会 
兼　第19回　日本ミックスダブルスカーリング選手権大会　代表チーム選考会

2025年11月22日(土)～24日(月)　軽井沢町風越公園 軽井沢アイスパーク



大会名称 第19回　関東ミックスダブルスカーリング選手権大会
　　　　　兼　第19回　日本ミックスダブルスカーリング選手権大会　代表チーム選考会

主催 関東ブロックカーリング協議会
東京都カーリング協会
神奈川県カーリング協会
栃木県カーリング協会
群馬県カーリング協会
山梨県カーリング協会
千葉県カーリング協会

主管 関東ブロックカーリング協議会

後援 公益社団法人日本カーリング協会

協力 軽井沢町風越公園 軽井沢アイスパーク

会場 軽井沢町風越公園 軽井沢アイスパーク
北佐久郡軽井沢町大字長倉１１５７－６ 　　０２６７－４８－５５５５

日程 2025年11月22日(土)～24日(月)

競技日時 11月22日(土) 10:00～21:30 予選（第１日）
11月23日(日) 9:00～14:10 予選（第２日）
11月23日(日) 15:30～21:20 決勝トーナメント（第１日）
11月24日(月) 9:00～17:40 決勝トーナメント（第２日）
注　時間は変更される場合があります。

出場資格

登録

チーム名 チーム名は協会所属地内の地域名、団体名（法人名）又は代表者名を含んだ名前とする。

ユニフォーム

参加チーム

参加費 1チーム　28,000円となり、大会後の振込とする。
ただし、関東ブロック以外の他ブロックからのメンバーが1名いる場合は、1,500円加算すること。

チームミーティングは行わない。
各チーム、各々の第一試合開始に間に合うように、会場に入場すること。
大会パンフレットの内容に不明点がある場合は予め、大会事務局に問い合わせをすること。

抽選

第19回　関東ミックスダブルスカーリング選手権大会
   兼　第19回　日本ミックスダブルスカーリング選手権大会 代表チーム選考会　大会開催要項

大会前チームミーティング

2025年度の日本カーリング協会に競技者登録されている男女各1名のメンバーで構成されているチームとする。
ただし、関東地区（茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨の8都県）に在住、在勤または在学してお
り、かつ関東ブロックの都県協会から競技者登録を行っている者が1名以上であること。
なお、チームには指導者資格を有する（またはJCA競技委員会が認めた）コーチを2名加えることができるが、
コーチは自他のチームに限らずメンバーを兼ねることができない。

各チームが大会事務局に対して、2025年8月10日(日）までに出場チームとメンバーを提出済みであ
る。メンバー変更は1名のみ認められる。
なお、登録変更は各チームの第１試合の練習開始時刻の15分前までとし、それ以降は認められな
い。また、変更後のメンバー構成も上記「出場資格」の項目を満たすこと。
選手の派遣依頼は、チームで1名までとし、チーム代表者は関東ブロックに所属していることとする。
参加費の支払方法については別途告知する。
申込期間終了後の出場キャンセルは認められず、やむを得ず出場出来ない場合は不戦敗となる。ま
たその場合にも参加費の支払いが必要となる。
ただし同日開催される日本シニアカーリング選手権に出場が決定した選手がいるペアのキャンセル
については9/16までに事務局に連絡をした場合、参加費の支払いなくキャンセルを認める

日本カーリング協会競技者ユニフォーム規定（2025年5月改定版）の「（１） 競技ユニフォーム基準」お
よび「（２） 背文字表示基準」に合致したユニフォームを着用すること。
https://www.curling.or.jp/committee/competition/uniform-rule2025-5.pdf
※ただし、明暗２種類のユニフォームを用意する必要はない。

予選の組み合わせについては、大会長、審判長および大会事務局にて2025年8月31日(日)に事前抽
選を実施した。
なおその際にシード枠として、第18回関東ミックスダブルスカーリング選手権大会上位3チーム（土屋・
岡村、東京たきつぼ、大谷・水上）は予選位置が近づかないように別途抽選した。

31チーム(東京23、千葉6、神奈川2）



試合方法 ※変更する可能性があります。

【共通事項】
 ■LSDは各チームの試合前練習終了後に引き続いて、観客席側ハックからコーチ席側ハウス
　　に向かって投球する。
　　各チーム2投ずつ（時計回り/反時計回り）投球し、2投の合計が少ないチームに先攻・後攻を
　　決める権利が与えられる。チームのLSDが同値の場合は、最小値投球者により決定する。
　　LSDで決定できない場合は、 コイントスにて決定する。 
 ■その他、ルールに定められていないことが起こった場合は、審判長の判断に従う。 

【予選】 
 ■試合前練習は各チーム6分間とする。

 ■競技規則C6.(m)の適用を行うので、相手チームの試合進行が遅い場合には、
 　 その旨を審判にアピールすること。

　　最終ストーンが投球されて、全てのストーンが静止した、あるいはバックラインを越えた
　　時点で、次のエンドに入ったものとする。
 ■最終エンドを終えて同点の場合は引き分けとする。
 ■予選リーグ内の順位決定は勝ち点方式とし、下記①～④の優先順位により決定する。
　　　　① 勝利数の多い順（勝利数が同じ場合は引き分け数の多い順）
　　　　② 当該チーム間のDSCの成績（DSCの良い順） 
　　　　③ 当該チーム間の一番良いLSD（LSDの良い順） 

タイブレークは実施しない

【決勝トーナメント】
 ■試合前練習は各チーム7分間とする。
 ■予選統合順位の上位20チームによるトーナメントを行う。
 ■予選統合上位チームがストーンの色と1エンド目の先攻後攻を選ぶ。
 ■1エンド目にラストストーンの権利を持っているチームが先に練習する。
 ■最終エンドを終えて同点の場合はエキストラエンド（エンド数無制限）を行う。
 ■最終順位は下記の手順により決定する。
　　　　1位～4位 決勝トーナメントの結果
　　　　5位～8位 準々決勝敗退チーム間のDSCの成績（DSCの良い順）
　　　　9位～16位 決勝トーナメント⑤～⑫敗退チーム間のDSCの成績（DSCの良い順）
　　　　17位～20位 決勝トーナメント①～④敗退チーム間のDSCの成績（DSCの良い順）

競技規則

表彰 上位3チームを表彰する。

大会事務局 第19回 関東ミックスダブルスカーリング選手権大会
   兼 第19回 日本ミックスダブルスカーリング選手権大会 代表チーム選考会 事務局
   問合せ先：akcc-ml@kantocurling.com

その他 ・本大会成績の上位2チームには、第19回日本ミックスダブルスカーリング選手権大会の
　出場権を 与える。当該チームが日本選手権出場を辞退した場合は、順次下位チームへ
　出場権を与える。
・日本選手権には本大会に出場したメンバーで出場すること。 
　（不慮の事態が発生した場合は審判長が判断） 

　ある場合は、他の参加者への影響を考慮し、出場自粛をお願いします。
・大会出場中の映像・写真・記事・記録等の、テレビ・新聞・雑誌・インターネット等への
 掲載権は大会事務局に属します。

エンド数 計時

予選 ８エンド

ﾊｰﾌﾀｲﾑ

有り
（5分)

試合開始後87分
経過時点で進行中の

次のエンドで終了

試合時間

無し

ｴｷｽﾄﾗｴﾝﾄﾞ ﾀｲﾑｱｳﾄ

無し 無し

８エンド
有り
（5分)

・メンバー又はコーチが新型コロナ、インフルエンザ等の伝染病に感染した、又はその恐れが

無し
試合開始後87分

経過時点で進行中の
次のエンドで終了

有り（無制限） 無し
決勝トーナメント

(一回戦まで)

 ■各チームランダム対戦で2試合を行う。

 ■試合開始後87分経過時点で進行中のエンドの判定については、エンドの後攻チームの

シンキングタイム
各チーム22分
（ｴｷｽﾄﾗｴﾝﾄﾞは

各ﾁｰﾑ各ｴﾝﾄﾞ3分）

有り
（5分)

決勝トーナメント
（準々決勝以降）

８エンド 有り（無制限） 有り 有り

日本カーリング協会(JCA)のHPに掲載の最新版の競技規則(2025.9月改訂版)及び本大会ローカル
ルールによる。



大会長 八代　善剛 関東ブロックカ－リング協議会会長

大会副会長 酒巻　智 東京都カ－リング協会会長
須田　毅 神奈川県カ－リング協会会長
亀田　祐司 栃木県カ－リング協会会長
北澤　正人 群馬県カ－リング協会会長
米谷　政長 山梨県カ－リング協会会長
梅原　尚佳 千葉県カ－リング協会会長

審判長

副審判長

競技委員長

事務局長

会計

大会実行委員

予選は左側チームが赤色のストーンを使用し、先の練習とする。
ただし▲印の試合では、試合前に両チームでコイントス又はじゃんけんを行い、その勝者が練習の順番もしくはストーンの色を選択する。

※使用するシートは変更される場合があります
※試合スケジュールは当日の進行によって変更される場合があります

※試合順序は運営上の都合により変更される場合があります

11
月
23
日

(日）

9:00

-

11:15 18-19

17-18 19-20 21-22

27-28 29-30 31-1 2-3

12:55 15:10 13-14

アイスメイク

決勝T⑥

決勝T⑫

22-23 24-25

11:55

Aシート Bシート
（練習含む）

決勝T②

準決勝① -

30-31 26-27 -

21:20 決勝T⑦ 決勝T⑧ 決勝T⑨ 決勝T⑩

試合開始
終了予定

アイスメイク

19:00

Cシート Dシート Eシート Fシート

16:20 18:35 25-26

アイスメイク

19:15

9-10 11-12

23-24

4-5

-

決勝T③

-20-21

試合開始
終了予定 Aシート Bシート Cシート Dシート Eシート Fシート

（練習含む）

大会役員　大会実行委員

試合スケジュール

6-7 8-9 10-11 12-13 14-15 16-17

アイスメイク（ボス）

11
月
22
日
（土
）

12:15 1-2

アイスメイク

15-16

10:00 3-4 5-6 7-8

21:30

- - -

試合開始
終了予定 Aシート Bシート Cシート Dシート Eシート Fシート

（練習含む）

決勝T⑪

決勝T④ 決勝T⑤

14:10 28-29

14:20～ チームミーティング（対象：決勝トーナメント進出チーム）
アイスメイク（ボス）

15:30 17:50 決勝T①

-

11
月
24
日
（月
・

祝）

9:00 11:20 準々決勝① 準々決勝③ 準々決勝② 準々決勝④ - -

アイスメイク（ボス）

12:20 14:40 準決勝② - - -

アイスメイク

15:20 17:40 決勝戦 ３位決定戦 -



1 東京たきつぼ
31 2

14 16

21

22

23
22

20 IKTOKYO
19 21

24

25 高橋・二見

千代田・大谷

4 6

24 26

土屋・岡村
20 22

青木・寺本
21 23

大橋・大岸

チーム名 対戦相手対戦相手 Win Drow Lose 予選DSC Rank

予選組合せ表

3 チーム鵜浦
2 4

千葉さのやま
1 3

2

4 常世田・沙魚川
3 5

5 米原

6 京藤•渡邊
5 7

7 千葉酉ドリ
6 8

8 横山　高田
7 9

9 原田・上田
8 10

10 笹田・小谷
9 11

11 大谷・水上
10 12

12 渡辺・金井
11 13

13 石渡・樋口
12 14

14 東京CHAI
13 15

16 チーム相内
15 17

15

17 千葉1971
16 18

18 井上・真崎
17 19

19 長谷・小澤
18 20

24 宮川・井坪
23 25

26 Pleïades東京
25 27

27 千葉かぐら
26 28

28 原・吉原
27 29

29 robot home
28 30

30 上林・山浦
29 31

31 矢ヶ崎・戸沼
30 1

 ■最終エンドを終えて同点の場合は引き分けとする。
 ■予選リーグの順位は、下記①～③の優先順位により決定する。
　①勝利数の多い順（勝利数が同じ場合は引き分け数の多い順）
　②当該チーム間のDSCの成績（DSCの良い順）
　③当該チーム間の一番良いLSD（LSDの良い順）
 タイブレークは実施しない。



予選総合１位

予選総合１6位 T⑨

T①
予選総合17位

予選総合8位

予選総合９位

予選総合5位

予選総合12位

予選総合13位

予選総合20位

予選総合4位

予選総合3位

予選総合14位 T⑨

予選総合19位

予選総合6位

予選総合11位

予選総合7位

予選総合10位

予選総合15位

予選総合18位

予選総合2位

準決勝①の敗者

準決勝②の敗者

第３位

T⑪

T③

準々決勝③

決勝トーナメント表

優勝・関東代表①

準優勝・関東代表②

T⑧

準々決勝④

T⑨

準々決勝①

T⑤

T②

T⑩

決勝

３位決定戦

T④

T⑫

準決勝①

T⑥

準々決勝②

T⑦

準決勝②



1.チームタイムアウト チームタイムアウトの時間は、コーチがいるかどうか・コーチがプレーエリアにいるかどうか
（準々決勝以降のみ） に関わらず、移動時間（エンドに関わらず60秒）＋60秒を与える。（競技規則C7.(c)(iii)）

2. ストーン配置 試合開始時のストーン配置は審判長が決定し、エンド開始時のストーン配置は各チーム
同意のもと、原則として選手が行う。 （パワープレー実施時も同様）
その際必要があれば審判に裁定を委ねることができる。

3. 置き石および ◆試合中に置き石とするストーンは大会を通して固定する。
不使用のストーン ◆置き石と明示されたストーンをデリバリーした場合、その違反が判明した時点でチームが最後

にデリバリーしたストーンをプレーから取り除かなければならない。大会中に同じチームによる
同様の違反があった場合、チームは不戦敗となる。
◆LSD終了後、試合で使用しないストーンを置き石以外からひとつ選択し、指定のタオルを
かけてホーム側に置くこと。

4. ストーンの色、 ◆予選の試合については、組み合わせ表の左側に記載されているチームが濃い色の
1エンド目の先攻後攻 ストーンを使う。

◆各チームの予選第1･第2試合では、組み合わせ表の左側に記載されているチームが
試合前練習を先に行う。

5.試合前練習および ◆試合前練習は両チーム予選6分、決勝トーナメント7分ずつとする。試投をしてもよい。
LSD（ラストストーンドロー） ◆LSDは各チームの試合前練習に引き続いて行う。

2投ずつ（時計回り/反時計回りの順で別の人が）投球する（観客席側→コーチ席側）。
LSD2投合計の短いチームが第1エンドの先攻・後攻の決定権を持つ。
LSDが同値の場合は、最小値投球者により決定する。
LSDで決定できない場合は、 コイントスにて決定する。 
◆予選2試合で、各選手はLSDの投球で時計回り・反時計回りを
　それぞれ１投づつ投げる。 
◆LSDの計測は、競技規則 C8.(c)記載の方式とする。
　（ボタンにかかったストーンは2点計測、ハウスに入らなかったストーンは199.6cmとする）

6. DSC ◆予選総合順位決定時のDSCの計算は各チームの予選2試合計4投を用いて計算される。
（ワーストカットはしない）

7. 試合の遅刻の 競技規則2023.10改正版にて追加された用語で、「試合の開始」とは試合前練習も
ペナルティについて 含まれるとされた(競技規則79頁～「カーリング用語」、該当箇所は84頁)ため、
（競技規則R12.(i)） 競技規則R12.(i)における遅刻の基準は試合前練習の開始時間からという解釈となるが、

本大会ではローカルルールにより、各チームの試合前練習・LSD計測終了後の、
統括審判による試合開始のコールの時間を遅刻の基準時間とする。

8.デリバリー違反 投球順を守らなかった場合については、デリバリーされたストーンをプレーから取り除き、
違反されたチームは動いたストーンを全て違反が行われる前の位置に戻す。
次のストーンがデリバリーされた後で違反が見つかった場合は、違反がなかったものとして
試合を継続するが、エンドの最初のストーンをデリバリーする人がそのエンドで
デリバリーできるのは最大で2投である。（競技規則R17.(ｌ)）

9.スウィーピング違反

11. 決勝トーナメント情報 決勝トーナメント進出チームを対象とするチームミーティングを、会場2階ふれあいホールで
行う。（11月23日(日)14:20～）
この場で組合せと使用シートを通知し、ストーンの色及び先攻後攻等を決定する。
併せて、決勝トーナメントの組合せは関東ブロックカーリング協議会のHPもしくはFacebook
においても通知いたします。
http://www.kantocurling.com/
https://www.facebook.com/kantocurling/

12.大会期間中の練習 大会期間中（11/22～24)は、参加チームの空きシートでの練習（夜間練習含む）は禁止と
する。

審判長からの注意事項

◆決勝トーナメントの試合については、予選上位のチームがストーンの色と1エンド目の先攻後
攻を選ぶ。後攻のチームが先に練習する。

スウィーピング スウィーピングの動作は審判員により観察され、ストーンの前にゴミを残すような
違反を審判 員が確認した場合は、そのチームに対して次の手順で処理される。【競技規則R8(a)
（2025.9改 正）】 １回目:そのチーム全体に対して警告 ２回目以降:そのストーンをプレーから取り
除く。LSDのときは最大距離が記録される。

10.試合時間 どちらかのチームが不必要に試合を遅らせていると審判が判断したときは、その審判は違反を
冒しているチームにその旨を告げる。その告知の後、デリバリーするストーンが45秒経過しても
デリバリーをする側のティーラインに到達していない場合、そのストーンを直ちにプレーからはず
す。【競技規則C6(m)】



13. ブラシの使用制限 本大会で使用できるブラシヘッドは、WorldCurling公認パッドのみとする。

WorldCurlingが２０２５年６月２０日に発表したブラシの規制についても今大会で適用する。

（審判がパッドの確認を行う場合があります）
試合中の選手同士でのブラシの交換は認められない。

14. その他
◆計時のある試合において、通常のエンド間のデッドタイムは90秒
ですが、タイマーのデッドタイム表示は+10秒の1分40秒からのスタートとします。
ハーフタイムの場合も同様に+10秒の5分40秒からのスタートとします。
ストーン配置の時間を考慮し、ブレーク終了の90秒前にチームに通知を行なう。

次のエンドの最初のストーンはこのデッドタイム表示の残り10秒～0秒の間にデリバリーする事。

◆計時の無い試合(予選)においても、ハーフタイムについてはシートごとに5分40秒から

スタートのデッドタイム表示を行うので、5エンドの最初のストーンはこの表示残り10秒～

◆コーチ席では外部との交信等は禁止されている。（競技規則C2.（p)）
コーチ席でのビデオ撮影は各チームの第1試合開始前までに申し出を行い承認を得ること。
◆インフルエンザ等の伝染病に感染した、又はその恐れがある場合は、出場自粛をお願いします
◆大会中、ルールに定めのないことや不測の事態が発生した場合は、審判長が決定する。 

その他 ご注意 お願い

■ロッカーの利用について
更衣室のロッカーは、日付をまたいでの利用は禁止されております。
各日、競技終了後、ロッカー内の荷物はすべてお持ち帰りください。

■ゴミの管理・持ち帰りのお願い
JCA環境委員会では、「来たときよりも綺麗に」をスローガンとしています。
ゴミは各自でお持ち帰りをお願いします。 

■11月24日(月)決勝トーナメントのタイマー担当について
試合のタイマー担当者については、今大会の敗退チームの方々から募集を行う場合があります。
その場合は日当等スタッフ手当てを支給します。

◆今大会はホッグラインセンサーを使用しない。この通知をもってホッグライン違反の一回目の

今大会では、コーチ席の配置等の関係により、この時間にコーチと会話をすることは認められ
る。【競技規則C6(j)(i)】

0秒の間にデリバリーする事。チームはブレークが終了する前に次のエンドの最初のストーンを
デリバリーすることができない。エンドの一投目がブレーク終了後10秒以内にデリバリーされた
場合、計時は動かない【競技規則C6(j)】。



（▲印の選手は関東以外の協会登録）

横山　高田 横山　結 高田　修作 東京都協会

京藤乃愛

柳澤実知

小柳 優希

鵜浦章乃

真崎　康臣

青木　静穂 寺本　憲生

常世田千尋

井上章弘

沙魚川拓生

渡邊陽紀

市坪駿

高橋瑞綺

所属協会

千葉県協会

東京都協会

原 瑞希 吉原 亮

選手名簿

米原千陽 米原大雅

笹田麻美 小谷靖広

千代田琴の 大谷英隆

石渡・樋口

京藤•渡邊

東京たきつぼ

常世田・沙魚川

千葉酉ドリ

笹田・小谷

原・吉原

浦瀧夏実

樋口利幸

選手名1(女子) 選手名2(男子）

河合香奈美 石井啓吾

小野寺浩太

東京都協会

千代田・大谷

鵜浦一久

大橋・大岸

千葉かぐら

渡辺・金井

Pleïades東京

東京CHAI

大橋 奈美 大岸 健治

茶園倫子

神奈川県協会

東京都協会

東京都協会

東京都協会

東京都協会

東京都協会

東京都協会

東京都協会

東京都協会

東京都協会上林・山浦 上林紗梨 山浦高伸

大谷　衿果 水上　駿太

チーム鵜浦

岩本有紗 岩本道征

矢ヶ崎・戸沼

一栁弘美 浜田京輔

松本　理奈 松本　芳晴

渡辺　葵衣 金井　健

矢ヶ崎 惟 戸沼 浩規

大谷・水上

米原

IKTOKYO

東京都協会

千葉県協会

東京都協会

東京都協会

千葉県協会

東京都協会

千葉県協会

チーム相内 相内有紀子 相内響

宮川・井坪 宮川　陽莉 井坪　嶺

原田・上田 原田みのり 上田知雅

千葉さのやま 山崎しのぶ 山崎明彦

東京都協会

長谷・小澤

東京都協会

石渡奈保子

岡村康平

東京都協会

東京都協会

千葉県協会

神奈川県協会

東京都協会

東京都協会

渡邊誉史雄

井上　菜摘

土屋海

小澤拓実長谷日向子

二見　康弘

東京都協会

千葉県協会佐藤 大翔

土屋・岡村

高橋・二見

青木・寺本

井上・真崎

チーム名

千葉1971

robot home

コーチ・チーム関係者


